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R06a Atacama Compact Arrayによる渦巻銀河M33の 12CO,13CO J = 2 − 1広域観
測 (4)：分子雲の同定および先行カタログとの比較
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銀河における大質量星形成過程を解明するためには、その母体である巨大分子雲 (giant molecular cloud：GMC)
の性質を包括的に調べていくことが欠かせない。近年、PHANGS-ALMAプロジェクトに代表されるように近傍
渦巻銀河に対するGMCサーベイが盛んに行われているものの、GMCの典型的なサイズである 40 pcより高い分
解能での研究例はまだ少ない。そこで我々は、最近傍の渦巻銀河であるM33 (D ∼ 840 kpc) に対し、ALMAの
Atacama Compact Array (ACA) を用いた CO(J = 2− 1)輝線の広域撮像観測を行った。IRAM 30m鏡による
同領域の観測データ (Druald et al. 2014) とコンバインすることにより、広がったガス成分を失うことなく高い感
度 (0.7 km s−1分解能で 1σ = 39mK) と空間分解能 (∼ 30 pc) を兼ね備えた 12CO(J = 2− 1)マップを得た。
このCOマップに対し、我々はPYCPROPSアルゴリズム (Rosolowsky et al. 2021) を適用することで 848個の

分子雲を同定・カタログ化した。これを IRAM 30m鏡による 49 pc分解能観測に基づくGMCカタログ (Corbelli
et al. 2017) と比較すると、IRAMで同定された大きな (典型的に 3× 105M⊙以上の) GMCは ACA観測によっ
て複数個の分子雲に分解されることがわかった。また、こうした大きなGMCが示す速度分散は、その内部に含
まれる個々の分子雲の速度分散よりも、分子雲同士の視線速度差による寄与が大きいことを明らかにした。


